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Kanazawa University's Research Power Opens Up the Unexplored Frontier
Kanazawa University enhances its power of research with a core of distinguish research areas, and now we are 
expanding world-leading research in many ﬁ elds. Kanazawa University endeavors to cultivate distinguished 
intellect, ranging from that of fundamental research dealing with pursuit of truth to a research directly 
connected to technology. The university thus actively contributes to the society by opening up new academic 
ﬁ elds. Here, we introduce the perspective and vision of our ingenious research.
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ます。　「最大の問題は、 遊牧民は固有の家を持たず携行する物も少ないため、 生活の痕跡が遺跡として残らないことでした。この問題に直面して、 愕然としました」と藤井先 。　それでも沙漠を走り回って調査をしている



















新石器時代 （紀元前８０００年頃） のダムの発掘調査をし、 年明けには、 タブーク平原の青銅器時代 （紀元前３０００年頃） の円筒墓群の発掘調査を予定。西アジアの考古学を根底から刷新するという挑戦は続きます。※
1 牧草や水を求めて、 一定の領域を家畜の群れとともに季節的・周期的に移動する人々。
※


































f e l l o w ' s  v o i c e
研究者の声
Prehistoric Archaeological Research on the 
Formative History of Nomadic West Asia
The origin of nomads holds many mysteries since there isn't trace 
of life as archaeological remains. In order to determine their origins, 
Dr. Sumio FUJII conducted surveys from the Syrian Desert to the 
Al Jafr Basin in Jordan. Dr. FUJII discovered the graves established 
by nomads who did not form villages, and confirmed that irrigation 
facilities still remained at Syrian Desert. The research is ongoing to 
determine the origins and true essence of nomadic culture to reveal a 
great mystery. 

















の研究をしていた藤井先生。調 進めるうちに都市・農村社会と対峙する遊牧社会の起源が全く分かっておらず、 都市・農村側からのデータを基にした、 間接的な推測ばかりしかないことに気づきました。それが「肥沃な三日月弧」の外側である、 周辺乾燥域の研究に挑むきっかけ なりました。
　
いざ沙漠に出てみると、 想像を絶する暑さ







































































































s t u d e n t ' s  v o i c e
学生の声
s t u d e n t ' s  v o i c e
学生の声
Participating in the BepiColombo Exploration 
Mission to Mercury
BepiColombo is the fi rst spacecraft searching for Mercury conducted 
by Japan and Europe. Dr. Satoshi YAGITANI and Dr. Yoshiya 
KASAHARA participate in the development of the Plasma Wave 
Investigation (PWI) that will explore the magnetosphere around 
Mercury. Dr. Yagitani is developing a magnetic fi eld measurement 
sensor that is highly sophisticated, lightweight and with low power 
consumption. Dr. Kasahara is in charge of developing software for 
data analysis obtained the survey.  




宇 宙 電 波 工 学








10号」 、 ２００８年に同 「メッセンジャー」
が最接近していますが、 水星周辺の 気圏探査は「ベピ・コロンボ」が初の試みです。つまり八木谷聡教授が開発した、 水星周辺の微弱なプラズマ波動 （電波） の磁 成分を検出する磁界測定用センサは、 世界初の水星探査用となるのです。　
衛星の限られたスペースに搭載される測定
装置には、 高機能で軽量、 低消費 力など高い技術が欠かせません。金沢大学はこれまで、 日本のオーロラ観測衛星「あけぼの」や日米の磁気圏尾部観測衛星「ジオテイル」、日本の火星探査機「のぞみ」に搭載した電波受信機やセンサを開発しており、 今回、 その豊富な実績とノウハウを生かすとともに、水星 灼熱環境に耐えられる耐熱設計に 工夫を重ねました」と八木谷先生は語ります。
　
現在は２０１５年の打ち上げに向け、 実際






担うソフトウェアの開発を担当しています。ＭＭＯから地球へは観測し データの１千分の１程度し 送ることができず、 衛星内 の高度なデータ処理が必要です。　
そこで観測対象に合わせて動作をさまざま



























いなどの弱点があり した。そこで上野先生は磁化すると形状が変化する 磁歪」に着目。アメリカで開発された磁歪材料「鉄ガリウム合金」を圧縮して磁界を変化させ、 誘導電圧を発生させることに成功しました。「鉄ガリウム合金は頑丈で加工しやすく、 圧電素子に比べ、 ２～
10倍以上の発電量となり
ます。振動さえあれば半永久的に電力を得ることができ、 将来的にボタン電池や乾 池が不要になる時代がくるかもしれません」 （上野先生）　
開発された振動発電デバイスは
20ミリ程度
再生エネルギーの柱ともなりうる﹁振動発電﹂ 。強い衝撃にも耐えられる新しい素材を利用するこ で、 微少な振動からでも電力を得られる﹁振動発電﹂技術の実 化をめざしています。



















Studying Toward Practical 
Use of Vibration-Powered 
Generator Technology Utilizing 
Magnetostrictive Materials 
Piezoelectric materials used in conventional 
vibration-powered generators have the 
drawback of being prone to failure due to 
strong vibrations. Dr. Toshiyuki UENO 
focused on magnetostrictiveness, where 
the form of a material changes with 
magnetization. Dr. Ueno changes the 
magnetic fi eld by compressing to Galfenol 
(alloy of Iron and Gallium) and success 
in generating voltage.  The harvesting 
technology generate power twice to ten 
times as much as power using piezoelectric 
mater ia l s  semi -permanent ly  and i s 
expectations for practical application as a 
key technology of renewable energy.
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究室が開発した「ガンマ線バースト偏光検出器 （ＧＡＰ） 」は２０１０年、 宇宙航空研究開発機構 ＪＡＸＡ） 小型ソーラー電力セイル実証機「イカロス」に搭載され、 世界で初めて「ガンマ線の偏光観測」に成功しています。　
ガンマ線バーストとは、 １００億光年以上先
の遠い宇宙から、 数秒から数十秒の間だけ高エネルギーのガンマ線が飛来する現象で、 宇宙最大規模の爆発現象としても知 れています。これまでガンマ線バーストは発生した方向、 強度の時間変化、 エネルギー いった観点から観測されてきたもの 、 ガンマ線を作り出すメカニズムは解明できませんでした。「そこで私たちはガンマ線の波長の振動が一方向にそろう ＂偏光＂ 現象に着目し、 高い精度で検出できる装置を開発しました」 （米德先生）　
偏光観測の結果、 ガンマ線バーストがブラッ
クホール周辺の、 強い磁場 中から発 られる 宇宙最大の爆発現象﹁ガンマ線バースト﹂の世界初の偏光観測と装置開発で、世界をリードする研究を行っています。

















米德 大輔 YONETOKU Daisuke今後の展望
Promot ing  the  Fus ion  o f 
R e l a t i v i t y  a n d  Q u a n t u m 
Mechanics Through the World's 
First "Gamma-Ray Polarization 
Observation"
The gamma-ray burst polarimeter (GAP) 
developed by Dr. Daisuke YONETOKU 
was the first in the world to successfully 
observe of gamma-ray polarization. The 
observation made clear that gamma-ray 
bursts consist of multiple jets (gas masses) 
and that deviations of light did not rotate 
during its long journey through space. The 
results provide the information to integrate 
of the Theory of Relativity and Quantum 










己複製能力があることや、 さまざまな細胞に分化するという点でよく似ています。この幹細胞のメカニズムをベースにＣＭＬ幹細胞のメカニズムを解明しようというのが 仲一仁准教授の研究で 。　
仲先生は、 正常な造血幹細胞の維持に欠か




を開発すれば、 ＦＯＸＯを不活性化させ、 ＣＭＬ幹細胞を治療できることが分かり、 世界的な注目を集めています。 チロシンキナーゼ阻害薬
※の開発は慢性骨髄性白血病 ︵ＣＭＬ︶ の治療に劇的



































A Groundbreaking Medical 
Treatment Strategy; A New 
Therapeutic Targets within 
Drug-Resistant Cancer Stem 
Cells 
The d iscovery o f  a  nove l  medic ine 
drastically improved survival rates for 
chronic myelogenous leukemia (CML). 
Drug-resistant cancer stem cells, however, 
can cause recurrence of CML. Dr. Kazuhito 
NAKA is working to develop medicines 
that targets the stem cells and establish 
novel CML treatment methods. In addition, 
Dr. Naka is advancing his research to adopt 
the methods into other cancer treatment.
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て、 同遺伝子を欠損させたマウスによるがん幹細胞のモデル作りに着手。良性腫瘍から悪性腫瘍へ進展するモデルを開発しました。このモデルは、 がん幹細胞 効率よく安定的に増すことができるため、 がん攻略のための多様な解析が可能となりました。　
現在は、 がん幹細胞の遺伝子発現パターン


















髙橋 智聡 TAKAHASHI Chiaki今後の展望
Discovery of Novel Target 
Genes for Cancer Therapy 
Using the Malignant Cancer 
Progression Model
Cancer stem cells, which can generate 
cancel cells, are currently the center 
of attention in cancer clinical research. 
Dr. Chiaki TAKAHASI has established a 
new model of cancer stem cells and has 
predicted that inhibiting the enzymes 
involved in the metabolism specific to 
cancer stem cells will eliminate them. 
Dr. Takahashi is engaged in research to 
understand the mechanism, which will lead 
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能登半島の東側、 九十九湾の入り江に







































修ゾーン、 休憩・交流ゾーン、 管理ゾーンに分かれています。シミュレータ 室には、最先端のバーチャルリアリティトレーニングシミュレータ を設置し、 視鏡治療、腹腔鏡治療、 血管内治療など より質が高く、 安全な医療に対応するための 高度な技術を持った専門医の育成をめざしています。
　
センター設置の狙いは、 大きく三つ。一














































に関わる先導的共同研究拠点﹂として文部科学省から認定を受け、 同時にがんの悪性進展過程と総称されている転移・薬剤耐性の克服をめざして、 ﹁がん 所﹂から﹁がん進展制御研究所﹂に改称しました。　
がんの治癒・治療を困難にする要因とし
て挙げられるのが、 がんの転移と薬剤耐性です。本研究所では、 これら 仕組みの解明やそれに基づいた治療につながる研究に力を注いでいます。他大学などの研究者か
全国共同利用・共同研究拠点として、がんの転移や薬剤耐性に関わる先導的な共同研究、がんの基礎研究や医薬開発につながる先端研究を推進しています。
※
1 日本の学術研究のさらなる発展のため、 国公私立大学を通じて研究者が共同で研究を行う体制の整備を目的として、 ２００８年、 文部科学省により創設された制度。
※
2 薬剤に対して抵抗性をも持ち、 これらの薬剤が効かない、 あるいは効きにくくなる現象。
※
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吹奏楽，写真	 2・3	 管弦楽	 16・17
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Acanthusとは
古代ギリシャ・ローマに由来する植物で，和名を葉
薊（ハアザミ）といいます。金沢大学校章のモチーフ
となっていることから，キャンパス内施設に名称が
使われるなど，長年にわたり学生や教職員に親しま
れています。
［表紙写真］
人間社会第2講義棟（角間キャンパス）
特徴的な扇形のエントランスを出て緩やかな坂を下
りていくと，中央図書館や学生でにぎわう大学会館が
ある広場へとつながります。モデルはサークル紹介に
登場したバドミントン部，小太刀護身道部の皆さん。
大学会館
